
FitLife マスクフィッティングガイド
マスクサイズの選び方

片方または両方の下部ヘッドギアクリップを
外して、頭の上へ引き上げるようにすると、
簡単にマスクが取り外せます。日常のマスク
の装着・取り外しには下部ヘッドギアクリップ
を使用することをお勧めします。

リークが発生している場合は、以下の手順で解消します。

マスクの取り外し方

各部の名称 マスクのヘッドギアタブを外し、緩めた
位置で仮止めします。（5箇所）

マスク装着前の準備

下部ヘッドギアクリップの片方または両方
を外します。親指と人差し指でクリップを
つまみ、回転させながらクリップを押し
出すようにしてマスクのフェイスプレート
から外します。

マスクの装着および調整時には、必ずフェイス
プレートを持って下さい。エルボーは絶対に
持たないようにして下さい。

マスク装着時のご注意

1. マスクのクッション部分をゆっくりひっ
 ぱり、再度フィッテイングをします。これで
 クッション部分が顔に正しく接触します。
＊この時、マスクのエルボー部分を持た
　ないように注意して下さい。

1・2・3の工程を行なってもリークが改善しない場合は、マスクの周辺に手をかざしながら、
リークの発生状況とその箇所を特定します。発生している部分に近いストラップを締め
直しリークを解消します。締めすぎないように注意して下さい。

注記：過剰な締めすぎは、不快感やリーク増加の原因となります。

2. リークが額やこめかみ付近で発生して
 いる場合は、側部ヘッドギアストラップ
 で調整します。

3. リークが顎やほお付近で発生している
 場合は、下部ヘッドギアストラップで
 調整します。

リークの解消方法

マスクのパッケージにあるサイズゲージを眉の上と下唇の下にあてます。この時、口は軽く
開いた状態にします。適切なサイズのマスクを選択するには、マスククッションが口全体を
覆い、また視界を妨げないサイズを選択します。
クッションの上部は、額中央の眉の上に違和感なくぴったりつくようにします。クッション
下部は、口と顎の間に違和感なくぴったりつくようにします。
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口は軽く開いた状態で、マスクを顔に当てます。
クッションの上部は、眉のすぐ上で顔にぴったり
つくようにします。クッションの下部は、下唇の
すぐ下で顔にぴったりつくようにします。 

ヘッドギアを頭に被せます。

下部ヘッドギアクリップの片方または両方を
留めます。
ヘッドギアクリップがカチッとはまるまで、
指でタブにゆっくりと押し込みます。

ヘッドギアのストラップを以下の手順で調節
します。
1. 側部ストラップを均等に締めます。 
 頂部ストラップは頭頂部に位置するよう
 にし、ストラップがクロスしている部分
 は後頭部の下方に位置するようにします。

2. 下部ストラップを締めます。
 この時、マスクのクッション部分が顔を
 圧迫しないようにします。

3. 必要に応じて、頂部ストラップを調節
 します。側部ストラップが耳にかかって
 いる場合は、耳からわずかに離れるように
 頂部ストラップを調節します。

誤ったフィッテイング
マスククッションの周囲で皮膚が盛り
上がっている場合は、ヘッドギアを緩め
再調節して下さい。

マスクの装着（続き）

正しいフィッテイング
ヘッドギアはゆったりと快適にフィットする
ように調節します。

マスクと呼吸回路を接続します。
機器の電源を入れ、空気を流します。

マスクの微調整

横になった状態で、最終調整をします。
必要に応じて側部ストラップと下部スト
ラップを微調整し、快適にフィットするよう
にします。
＊圧迫しないよう締めすぎにご注意下さい。

実際の処方圧にし、横になった状態で口を
軽く開け、頭を左右に動かしてみます。

リーク箇所の特定

治療の妨げになるレベルのリークが発生
している箇所を特定します。
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